
 国診協調査報告

はじめに
　全国国民健康保険診療施設協議会（国診協）会員
施設の大多数は、へき地・離島・中山間地域等に位
置しており、今まで医療資源や財源が乏しい中で、
率先して保健・医療・介護・福祉の連携統合を図
り、人間性豊かな地域づくりに取り組んできてい
る。これまでも少ない医療・介護人材でさまざまな
工夫を行いながら救急医療や感染症対応、災害医
療、在宅医療などの地域包括ケアを支えてきた。し
かし、このような地域では医師や看護師をはじめと
するスタッフの不足や少子高齢化と人口減少に伴う
患者数の減少によりもともと経営状況は極めて厳し
い状況であった。それに加え、昨今の物価上昇に伴
う材料費の高騰、光熱水費の上昇、人件費の上昇な
どによりその経営状況は一段と厳しい状況になって
きている。このため、国診協施設経営委員会では今
後の診療報酬改定や補助金の増額などに対する要望
の根拠とするべく、国民健康保険診療施設（国保直
診）のすべての施設に対してアンケート調査を行う
こととした。

方法
　国診協施設経営委員会では、令和 ６ 年度国保直診
実態調査を国診協総務企画委員会が行うアンケート
調査に合わせ、令和 ６ 年12月17日にすべての国保直
診施設へ発出し、令和 7 年 1 月15日を回答期限とし
て実態調査を行った。令和 ６ 年の診療報酬改定の影
響を調査する目的で、内容は令和 ６ 年 ８ 月と令和 ６
年 ９ 月の経営状況を 1 年前の同時期と比較するもの
であり、表 １に示した。倫理的配慮としては、本調
査は当会正副会長会、施設経営委員会、調査研究委

員会、総務企画委員会の承認を得て実施し、回答提
出により参加同意とみなした。

結果
　回答は全7８９施設中3９８施設、50.4％から得られた。
施設形態の内訳は、病院11８施設（200床以上の大規
模病院2６施設、100～1９９床の中規模病院37施設、20
～９９床の小規模病院55施設）、病床稼働がある有床
診療所13施設、病床稼働がない有床診療所12施設、
無床診療所233施設、歯科診療所22施設であった。
　令和 ６ 年の診療報酬改定の影響を調査する目的
で、令和 ６ 年 ８ 月と令和 ６ 年 ９ 月の経営状況を 1 年
前の同時期と比較して検討を行った。その結果を図
1 から図 5 に示した。医業収益の平均値は、全施設
で ８ 月は1373千円の減少、 ９ 月は14８4千円の減少で
あった。そのうち外来収益は、 ８ 月は2353千円の減
少、 ９ 月は1９10千円の減少であったのに対し、入院
収益は、 ８ 月は22６６千円の増加、 ９ 月は45千円の増
加であった（図 １）。
　医業費用に関しては、全施設で ８ 月は2143千円の
増加、９ 月は124８千円の増加であった。その内訳は、
職員給与費が ８ 月は252８千円の増加、 ９ 月は10８1千
円の増加であり、材料費は ８ 月が８９６千円の減少、
135千円の減少であった。この結果、医業損益は ８
月で2771千円の赤字額の増加、 ９ 月で2８45千円の赤
字額の増加となった。職員給与費は施設の規模に関
わらず総じて増加していたが、材料費は大規模病院
で ８ 月は2545千円の減少、 ９ 月は3６3千円の増加

（図 ２）、中規模病院では ８ 月は3９3８千円の減少、 ９
月は200６千円の減少（図 ３）、小規模病院では ８ 月
は1８71千円の減少、９ 月は1010千円の減少（図 ４）、

３ ．令和 ６ 年度国民健康保険診療施設の
経営状況報告書
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診療所では ８ 月は107千円の減少、 ９ 月は1９4千円の
減少であった（図 ５）。

考察
　医業収益については、大規模病院が他の規模と比
べて群を抜いて高い水準にあった。令和 5 年 ８ 月・

９ 月と令和 ６ 年 ８ 月・ ９ 月を比較すると約 1 ％の減
収となっており、中小規模病院よりも落ち込み幅が
小さくなっている。医業損益については、大規模病
院が令和 5 年 ８ 月の2400万円の黒字から一転、令和
６ 年 ９ 月には4９00万円の赤字に転落している。中規
模病院も同様に赤字幅が拡大しており、６3万円の赤

表 １　２0２４年診療報酬改定と経営実態調査� （単位千円）

２0２３年 ８ 月・ ９月 ２0２４年 ８ 月・ ９月

総収益

医業収益

外来収益

入院収益

その他の医業収益

うち　他会計負担金

医業外収益

うち　他会計補助金・負担金

特別利益

うち　他会計繰入金

総費用

医業費用

職員給与費

材料費

うち　薬剤費

うち　診療材料費

減価償却費

その他医業費用

医業外費用

うち　支払利息

その他医業外費用

特別損失

医業損益（医業収益ー医業費用）

経常損益（医業収益＋医業外収益）ー（医業費用＋医業外費用）

純損益（総収益ー総費用）

外来患者延べ数（単位：人）

入院患者延べ数（単位：人）

病床稼働率（単位：％）

救急患者受け入れ件数（単位：人）

救急車受け入れ件数（単位：件）

手術件数（単位：件）

患者 １人 １日当たりの外来診療単価（円）

患者 １人 １日当たりの入院診療単価（円）
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で25人の増加、 ９ 月で27人の減少であり、外来患者
数の減少も収益悪化の主要な原因の一つであったと
考えられる。これらの傾向は、病院の規模によらず、
また診療所でも同様の傾向が認められた。人口の減
少に加え、コロナが終息した後も外来患者数の減少
が回復していないことなどが原因と思われる。
　医業費用は全体では顕著に増大しているが、その
うち材料費は ８ 月が８９６千円の減少、 ９ 月は135千円
に減少したのは、大規模病院では診療材料費がわず
かに増加したが、それ以外の施設で薬剤費が減少し

字から2300万円の赤字へと悪化した。診療単価の伸
び悩みに加え、職員給与費や診療材料費、その他医
業費用の増加が損益を圧迫していると考えられる。
小規模病院の医業損益も８50万円の赤字から1８00万
円の赤字へ 2 倍以上に拡大するなど、全ての規模の
病院で収支が大幅に悪化する厳しい状況となってい
る。診療所でも13６万円の赤字から230万円の赤字と
赤字幅が拡大している。
　外来患者延べ数が ８ 月で177人の減少、 ９ 月で14９
人の減少であったのに対し、入院患者延べ数が ８ 月

図 １　全体
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図 ２　大規模病院
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公定価格である診療報酬だけでは病院経営を維持す
ることは困難であり、地域医療を守るためのセーフ
ティネットとして国や地方自治体からの支援策も必
要になってくると考える。我々国診協施設経営委員
会では、アンケートで明らかになった国保直診の経
営実態を今後も継続して分析を行い、それぞれの施
設からの意見に耳を傾けることにより、それぞれの
施設が少しでも健全な経営状態を維持することがで
きるような取り組みを行っていきたい。

た影響が大きかったのではないかと考えられる。ま
た、その他医業費用は、全施設で ８ 月は６0８千円の
増加、９ 月は６22千円の増加といずれも増加している。
　総じて、今回の診療報酬改定は、職員給与費や物
価高騰などの影響も加わり、全ての規模の施設に
とって厳しい内容だったと言えるが、とりわけ体力
のない中小規模病院、診療所への影響は大きかった
と思われる。単に診療報酬の引き上げだけでなく、
病院の機能や規模に応じたメリハリのある改定が求
められると同時に、近年の人件費や物価高騰により

図 ３　中規模病院
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図 ４　小規模病院
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の増加、 ９ 月は124８千円の増加であった。その内
訳は、職員給与費が ８ 月は252８千円の増加、 ９ 月
は10８1千円の増加であり、材料費は ８ 月が８９６千
円の減少、135千円の減少であった。

③�　医業損益の平均値は、全施設で ８ 月は2771千円
の赤字額の増加、 ９ 月は2８45千円の赤字額の増加
となった。

おわりに
　今回の調査は、年末年始の短い期間に多くの項目
について国診協のほかの委員会からのものと同時に
行ったため、各診療施設に多大なご負担をかける結
果となった。本当に厳しい施設では、このようなア
ンケート調査に参加する余裕がない、という厳しい
ご意見もみられた。そのような中、多くの施設に調
査にご協力いただき、また貴重なご意見を多数お寄
せいただいた関係者に深く感謝したい。

まとめ
　国診協施設経営委員会では、令和 ６ 年度国保直診
実態調査を令和 ６ 年12月17日にすべての国保直診施
設へ発出し、令和 7 年 1 月15日を回答期限として実
態調査を行った。回答は全7８９施設中3９８施設、
50.4％から得られた。施設形態の内訳は、病院11８
施設（200床以上の大規模病院2６施設、100～1９９床
の中規模病院37施設、20～９９床の小規模病院55施
設）、病床稼働がある有床診療所13施設、病床稼働
がない有床診療所12施設、無床診療所233施設、歯
科診療所22施設であった。その結果は以下のように
なった。
①�　医業収益の平均値は、全施設で ８ 月は1373千円

の減少、 ９ 月は14８4千円の減少であった。そのう
ち外来収益は、 ８ 月は2353千円の減少、 ９ 月は
1９10千円の減少であったのに対し、入院収益は
22６６千円の増加、 ９ 月は45千円の増加であった。　

②�　医業費用の平均値は、全施設で ８ 月は2143千円

図 ５　診療所
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